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1. はじめに 

 会津地域に被害をもたらす地震規模は M5.8 以上であり、その発

生頻度は約 125 年という短い間隔で起きている。2011 月 3 月に発

生した東北地方太平洋沖地震時、震源より遠く離れている会津若

松市では、震度 5 弱∼6 弱と他の会津地域より大きい。会津若松市

は、会津盆地西緑断層帯と会津盆地東緑断層帯に挟まれた場所

に位置しており、この西緑断層帯では、将来的に M7.4 程度の地

震が発生する可能性があり、今後このような地震が発生した場合

の被害を想定し、対策を講じ、被害を最小限に抑える必要がある

と考えらえる。 

 本研究では、会津盆地の地震防災に必要な被害想定に資するた

めの地震動特性の基礎的な検討を行う。そこで、会津若松市内に

臨時観測点を設置し、既存の観測点データと合わせて地震動の強

さまたはその周期特性を分析し実施する。また、各地点で揺れの伝

達しやすい地盤であるかをスペクトルの比較を行った。  

2. 地震観測の概要 

まず，会津若松市内における K-net 古川町の観測点と 3 箇所の

臨時観測点の位置を図-1 に示す。臨時観測点の観測期間は市役

所の南方約 2km に位置する天神町が 2016 年 6 月 12 日から 11 月

24 日、市役所の東に位置する行仁町が 2016 年 6 月 12 日から現

在、市役所の南西数 km に位置する門田町が 2017 年 10 月 6 日

から現在まで観測を実施している。観測された地震の震源位置と

規模を図-2 に示す。K-net で観測された記録と対応した地震が 12 月

10 日時点で 39 件あり、震源は福島県沖と茨城県北部に集中してい

る。 

3. 会津若松市の地震動特性                           

 地震動強さを評価する指標として、PGA(最大加速度：

cm/s2)と、PGV(最大速度：cm/s)と震度の 3 つの指標にお

いて地点ごとに比較を図-3 に示す。各強さ指標は会津

若松市内に最大の震度 6 弱を観測した K-net 古川町を

基準として算出し、全データと平均値についてレーダー

チャートとして示した。古川町に近い天神町ではいくつか

古川町を超える地震も見受けられるが、震度や PGV

が約 9 割、PGA が約 8 割の値と古川町に近い値とな

図-1 各観測点位置 

図-2 観測した空間分布 
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っている。東北地方太平洋沖地震の際に 5 弱を観測した市役所に近い行仁町では、

各指標の平均値として震度が約 6 割で PGA と PGV は約 4 割の値と小さな値となっ

ている。門田町では 2 つの地震しか観測されなかったが、1 地震では震度が約 6 割、

PGA と PGV が約 3 割の値を示している。このことから、鶴が城より南の地域は東北地

方太平洋沖地震以外の地震についても他地域より揺れ易いことが分かった。 

 次に，臨時観測点およびk-net古川における地震動の周波数特性として速度応答ス

ペクトルについて、速度応答スペクトルは水平2成分の自乗和の平方根として求めた

合成スペクトルとした。臨時観測点およびk-net古川の合成スペクトルをKiK-net下郷

の合成スペクトルに対する比として求め、図-４に示す。このスペクトル比は、せん

断波速度Vs=1200m/s相当の地層に対する地震動の増幅特性とみなすことがで

きる。k-net古川と天神のスペクトルは

良く似ており、地盤の増幅特性も全

体的に大きな値を示し、どちらも周期

0.3から0.4秒で卓越が見られ、1秒以

降も同じくらいの増幅を示し、天神が

古川の約9割程度の値を示してい

る。行仁町では周期0.3から0.5秒に

て卓越が見られ、全体的な値として、

行仁は古川の約4割程度となってい

る。古川、天神、行仁と、地震動強さ

の関係と整合している。門田町は1.0

秒以下の増幅が小さく、地震計を設

置した住宅基礎と支持地盤の相互作

用による入力損失の影響も考えられ、

地盤の地震動として検討に用いること

は困難と考えられる。 

4. まとめ 

 ここでは、地震動強さの比較及び各地点のスペクトルの比の比較を行った。得られた結果をもとに会津若松市内で

あっても市役所の南方に位置する k-net 古川町は、市役所の東方ある行仁町に比べ、地震動強さが大きく、東北地

方太平洋沖地震における震度の差異とも整合している。また、地震動の周波数特性として、k-net 古川町は周期 0.3

から 0.4 秒の短周期帯域における増幅が大きく、地震動強さのうち PGA などが他地域に比べ大きいこととも整合して

いる。 

今後の課題として、地震動強さなどの地点に応じた差異を明らかにするため、地盤構造との関係を検討していく予

定である。 
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図-3(2) 各町の地震動強さの比較 

 

図-4 各観測点のスペクトル比 
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